





















され, 3Kで消失 した｡このことは強磁性体-の相転移が8Kで生 じ, 3Kで強磁性体からス




ないことを示 しており,今後の研究課題である｡一方, 20-2KHzの周波数範囲での xoの
実及び虚数成分の測定からT｡で 7msecond程度の長い緩和時間になるが,Tc近傍での緩和












の係数 bの符号である｡従って, A-0となる点が,相転移次数の変化する点であるoa, A
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このグラフは, bが圧力に対 してゆるやかに変化 して,転移の次数が 1次になっていく様子を
示 していると思われるO図4は,AT-T.了rが等 しい温度での逆誘電率の圧力依存性であるo















図 8は, a*軸方向に進む 10MHzの縦波についての AVであるo c軸方向の Avの圧力依
存性と, α*軸方向のそれとの間には,大きな違いがある｡これは,電歪定数 と,弾性スティ
フネスの軸による違いによると思われる｡
我々は,自発分極の測定によって,三重臨界点の位置を知ることができた.また,電気的測
な変化を,超音波測定の精度のよさを背景に,はっきりとらえることができた｡
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